
１日目
①抑圧理論
②性暴力 ③DV

10月８日(木)

３日目
⑦危機介入 ⑧子どもへの虐待
⑨高齢者・障がいを持つ人々

10月23日(金)
4日目
⑩加害者

⑪多文化社会におけるDV
⑫自己確認テスト・修了式

10月30日(金)

あなたの力を活かしてみませんか？

支援者養成基礎講座
～DV被害をうけた女性と子どもに寄り添う～

全4日間

9：30～16：30
会場： ぱる★てらす
（さいたま市浦和区東仲町10-7）

【講座内容】

DV支援先進国である米国オレゴン州で

使用されているマニュアルを用いて、体系的に

DVや児童虐待をはじめとした暴力の問題や、

支援者のあり方などについて学んでいきます。

【講師】松本 和子・佐藤 浩子（NPO法人女性ネットsaya-saya）

※当講座を修了すると、次のステップとして、応用編：インストラクター養成講座（36時間・全6日間）の受講資

格を得ます。応用編を修了することで、心理教育プログラム「びーらぶ」インストラクター資格を取得することができます。

２日目
④トラウマ ⑤法律関係
⑥アドボカシー・クライシス

10月15日(木)

◇参加対象

DVや児童虐待の問題について学びたい方

これからDV被害者支援をしていきたいと思う方

◇定員 ２０名

◇参加費 6,000円（全4回分）

※別途テキスト代として1組（11冊セット）

4,000円が初回にかかります

※再受講や未受講分のみの参加も可。

詳しくはお問い合わせください。

◇託児 あり（1歳～未就学児）

託児料 300円
※託児〆切は各開催日の10日前までです。
詳しくはお問い合わせください。

【令和２年度事業】 受付開始しました



参加申込みは

E-mailまたはHPから

※お名前・連絡先電話番号・

メールアドレス・参加希望講座名・

ご所属（支援者の方）をお知らせ

ください。

☆新型コロナウイルス感染症の

拡大防止のため、以下の取組をします

・三密の回避、こまめな換気

・マスクの着用、手洗いや手指の消毒、

体温の測定

・手の触れる場所のこまめな消毒

埼玉県の調査では、配偶者等からの暴力の被害経験についてたずねたところ、女性では27.4％で、約１０人に３人が

被害経験があります。(※１)気づいていないだけで、あなたのまわりにも暴力の渦中にいる人や、ＤＶから逃れて生活を始め

ている人がいるかもしれません。ＤＶはそれを目撃する子どもたちにも深刻な影響を与えます。 ご家族や友人から「自分は

DV受けているかもしれない」と、うち明けられたら、あなたはどう対処しますか？

ＤＶを受けると人とつながることが難しく、消極的になってしまいがちです。身近な人からの温かい一言や、適切な支援に

つないでもらえる情報が、とても重要になります。一人でも多くの人が、ＤＶについて正しい知識や理解を持つ事が、自分や

身近な人を助けること、大切な人を支援することに繋がります。

支援者養成基礎講座では、ＤＶを個人の問題ではなく、社会全体の問題ととらえ、

正しい知識と支援者としての姿勢を学びます。

また、地域の支援者と繋がり、DVについての知識をより深めることができる

支援者のための居場所をつくります。支援の輪を一緒にひろげていきましょう！

（※１平成３０年度男女共同参画に関する意識・実態調査(埼玉県))

みんながDV被害者サポーター
～つながる居場所～

★この事業は、パルシステム埼玉 と協同し実施しています★

特定非営利活動法人パープルネットさいたまは、埼玉県が養成し

たびーらぶインストラクター（NPO法人女性ネットsaya-saya認

定）の団体です。埼玉県より委託をうけ、びーらぶプログラムや心の

ケア電話相談など、ＤＶから離れても暴力被害の影響に悩む女性

と子どもをサポートする活動をしています。

当法人のインストラクターは、埼玉県内の民間支援団体や行政の

相談員、教育関係者など女性と子どもの支援者で、びーらぶスキル

を取得したＤＶ被害母子の心のケアの専門家でもあります。私たち

は、当事者の心によりそう支援・プログラム実施を目指し活動してい

ます。

特定非営利活動法人パープルネットさいたまについて

支援者養成 基礎講座

ＤＶ被害者支援に
必要な知識を学ぶ

～DV被害をうけた女性と子どもに寄り添う～

支援者カフェ

身近な問題「DV」について考える

～新たな「気づき」や「つながり」を得る
支援者のための居場所～

※ 10月～第3水曜日にぱるてらすで実施予定

電話 ０４８－８５８－５０８２
E-mail purple.kouza@gmail.com
HP https://purple-net.jimdo.com/


